
東 奥 日 報 5/ 2（ 月） 熊本 地震 急増 す るエ コ ノ ミ ー 症
「 弾 性 ス ト ッ キ ン グ で 防 げ 」静脈 学 会 ,避難所 で 配布 
（ 胸部 心臓 血管 外 科 学 講座  福田 幾夫 教授 ） の 記事 
が 掲 載 さ れ ま し た 

 

 

“熊本地震の発生後、熊本県内でエコノミークラス症候群の患者が急増していることから、 
外科医らでつくる日本静脈学会が、発症予防に有効な「弾性ストッキング」を避難所で配布 

している。同学会の副理事長で、弘前大学大学院医学研究科・胸部心臓血管外科学講座の福 
田幾夫教授（62）は「せっかく地震の難から逃れられた命が、この疾患で奪われることがあ 

ってはならない」と注意を呼び掛けている。“と紹介されています- (鎌田秀人記者) 
 

 

（平成 28 年 5 月 28 日東奥日報社提供） 
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